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敦
賀
港 

鞠
山
防
波
堤
の
延
伸
整
備
を
推
進
中
！ 

・台風18号の被災地支援（住民輸送）のため、   
港湾業務艇「まつかぜ」を運航！ 

・敦賀港鞠山南CFSが竣工！ 

・事務所情報伝達訓練及び災害応急対策業務に
関する意見交換会を開催！ 

・平成25年 コンテナ貨物量4年連続で過去最高
を記録！ 

・敦賀港に自動車運搬船が初入港！ 

・第14回 敦賀港サロン懇談会を開催！ 

・敦賀港で消波ブロックアートを開催！ 

・クルーズ客船誘致行動計画策定のための
意見交換会の開催！ 

・敦賀港 鞠山防波堤の延伸整備を推進中！ 

 敦賀港 鞠山防波堤の延伸を順調に整備推進！ 

 

敦
賀
港
で
は
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
一
環

と
し
て
、
敦
賀
港
に
静
穏
な
水
域
を
確
保
し
、
航
行
船

舶
の
安
全
性
や
荷
役
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
、
効
率
的
な

港
湾
物
流
を
実
現
す
る
た
め
、
鞠
山
防
波
堤
を
平
成
８

年
度
か
ら
整
備
し
て
い
ま
す
。 

 

防
波
堤
の
延
長
１
３
３
０
ｍ
の
内
、
先
端
部
２
０
０

ｍ
は
、
従
来
の
ケ
ー
ソ
ン
を
並
べ
る
構
造
か
ら
、
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
据
え
付
け
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
防
波
堤
の
先
端
部
周
辺
に
お
い
て
、
複
雑

な
波
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
通
過
す
る
船
舶
の
一
層

の
安
全
を
図
る
た
め
、
本
構
造
を
採
用
し
た
も
の
で
す
。

る
た
あ 

捨石（ズリ石） 捨石（30～500㎏/個） 

シェークブロック（4ｔ型） 

約1.9ｍ 

1.8m 

5.0m 2.0m 

捨石（30～500kg/個） 

港内側 

捨石（ズリ石） 

港外側 
（シェークブロック4t型） 

本体ブロック 消波ブロック 

約-27m 

標準断面図 平成27年度消波ブロック据付予定 

1.
5

-6.0

1:
1.
3

6.2

1:2

1:1.3

1:2.5

+1.3

2.0

1.
6

1.
8

1.
8

+3.5

1.
8

±0.0▽

防
波
堤
沿
い
波
の
低
減
、
生
物
と
の
共
生
を
図
る

た
め
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

現
在
、
順
調
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
２
０
０

ｍ
の
う
ち
約
１
４
０
ｍ
が
概
成
し
、
平
成
27
年
度

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

 

防
波
堤
が
完
成
す
る
と
、
物
流
機
能
が
向
上
し
、

敦
賀
港
背
後
地
域
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

敦
賀
港
で
は
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
一
環
と
し
て
、
敦
賀
港
に
静
穏
な
水
域
を
確
保
し
、
航
行

船
舶
の
安
全
性
や
荷
役
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
、
効
率
的
な
港
湾
物
流
を
実
現
す
る
た
め
、
鞠
山
防
波
堤
の
延

伸
を
平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
防
波
堤
の
延
長
１
３
３
０
ｍ
の
内
、
先
端
部
２
０
０
ｍ
は
、
従

来
の
ケ
ー
ソ
ン
を
並
べ
る
構
造
か
ら
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
据
え
付
け
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

港
内
静
穏
度
の
確
保
、
反
射
率
の
低
減
、
生
物
と
の
共
生
を
図
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

現
在
、
順
調
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
２
０
０
ｍ
の
う
ち
○
○
ｍ
が
慨
成
し
て
お
り
平
成
27
年
度
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。 

 

防
波
堤
が
完
成
す
る
と
、
物
流
機
能
が
向
上
し
、
敦
賀
港
背
後
地
域
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

① 
本体ブロック シェークブロック（4t型） 

捨石（30～500kg/個） 

港内側 

捨石（ズリ石） 

港外側 （シェークブロック4t型） 本体ブロック 
消波ブロック 

水深約-27m （幅約130m） 

標準断面図 

±0.0 

鞠山防波堤先端部 

鞠山防波堤 

国際物流ターミナル 

(平成22年10月より本格供用開始) 

敦賀港平面図 

鞠山防波堤先端部 

捨石（ズリ石）投入状況 

こ
の
他
に
も
、
反
射
波
の
抑
制
、
防
波
堤
沿
い
波
の
低

減
、
生
物
と
の
共
生
を
図
る
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
順
調
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
２
０
０
ｍ
の

う
ち
約
１
４
０
ｍ
が
概
成
し
、
平
成
27
年
度
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。 

 
防
波
堤
が
完
成
す
る
と
、
港
内
の
静
穏
度
が
改
善
さ

れ
、
港
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
船
舶

の
利
用
が
促
進
さ
れ
、
物
流
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、

敦
賀
港
背
後
地
域
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 
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敦賀港に自動車運搬船が初入港！ 

 敦賀港鞠山南ＣＦＳ（コンテナ・フレート・ステーション）が竣工！                          

完成した鞠山南ＣＦＳ 

建設機械の積込状況 

自動車運搬船と建設機械 

 

［※

Ｃ
Ｆ
Ｓ(

コ
ン
テ
ナ
・
フ
レ
ー
ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン)

と
は
］ 

 
 

 
 

コ
ン
テ
ナ
１
本
に
満
た
な
い
小
口
貨
物
を
他
の
荷
主

の
貨
物
と
混
載
す
る
場
合
や
、
荷
主
が
コ
ン
テ
ナ
以
外

で
港
に
荷
物
を
持
ち
込
ん
だ
場
合
に
、
コ
ン
テ
ナ
へ
の

荷
詰
め
荷
捌
き
を
行
う
施
設
の
こ
と
。 

クルーズ客船誘致行動計画策定 

          のための意見交換会の開催！   

平
成
26
年
２
月
４
日
（
火
）
、
敦
賀
市
役
所
に
お

い
て
、
「
敦
賀
み
な
と
振
興
会
」
の
会
員
ら
約
20
人

が
出
席
し
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
行
動
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

行
政
、
企
業
、
各
振
興
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
敦

賀
み
な
と
振
興
会
は
、
敦
賀
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

誘
致
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
度
、
行
動
計
画
の

原
案
を
作
成
し
た
た
め
、
意
見
交
換
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

原
案
に
は
、
平
成
30
年
に
今
年
度
実
績
の
５
倍
と

な
る
20
回
の
寄
港
を
目
標
と
し
、
関
係
者
が
連
携
し

た
誘
致
を
強
化
す
る
た
め
の
戦
略
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

本
会
で
は
、
岸
壁
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境

の
整
備
の
必
要
性
や
港
に
市
民
が
集
う
取
り
組
み
を

進
め
る
べ
き
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
振
興
会
の
会
員
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

３
月
に
行
動
計
画
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

    
発着 船名 クルーズ名 スケジュール

花と緑の利尻島・礼文島クルーズ
敦賀～利尻島～礼文島～敦賀

千島列島と神秘のフィヨルド・ロシア探求の旅
①敦賀発横浜着 ①敦賀～新潟～小樽～コルサコフ～ ①７／３（木）～７／１５（火）
②敦賀発苫小牧着    ペドロパブロフスク・カムチャッキー～苫小牧～横浜 ②７／３（木）～７／１３（日）

②敦賀～新潟～小樽～コルサコフ～
   ペドロパブロフスク・カムチャッキー～苫小牧

竿燈・ねぶた　東北二大祭りクルーズ
敦賀～秋田～青森～敦賀

土佐・鹿児島花火クルーズ
神戸～宿毛～鹿児島～敦賀

夏の釜山・境港クルーズ
敦賀～釜山～境港～金沢

韓国・釜山とウラジオストククルーズ
神戸～釜山～ウラジオストク～敦賀

６／２８（土）～７／３（木）

ぱしふぃっくびいなす

８／２（土）～８／６（水）

神戸発敦賀着 飛鳥Ⅱ ８／２１（木）～８／２５（月）

敦賀発着 ぱしふぃっくびいなす

敦賀発着 ぱしふぃっくびいなす

敦賀発金沢着 飛鳥Ⅱ ８／２５（月）～８／２９（金）

神戸発敦賀着 ぱしふぃっくびいなす ９／１（月）～９／７（日）

平成26年 敦賀発着のクルーズ予定一覧 

乗客に向けてのイベント 意見交換会の様子 

 

福
井
県
が
敦
賀
港
（
鞠
山
南
地
区
）
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
建

設
を
進
め
て
き
た
「
敦
賀
港
鞠
山
南
Ｃ
Ｆ
Ｓ
」
が
完
成
し
、
平
成
25

年
11
月
12
日
（
火
）
に
敦
賀
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
主
催
の
竣
工

式
が
行
わ
れ
、
供
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

竣
工
式
で
は
、
始
め
に
西
川
福
井
県
知
事
か
ら
「
Ｃ
Ｆ
Ｓ
完
成
に

よ
り
大
き
く
利
便
性
が
向
上
す
る
。
来
年
の
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の

全
線
開
通
で
物
流
は
大
き
く
変
わ
り
、
日
本
海
側
の
物
流
拠
点
と
し

て
敦
賀
港
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
」
と
式
辞
が
あ
り
、

続
い
て
河
瀬
敦
賀
市
長
か
ら
挨
拶
、
福
井
県
議
会
、
敦
賀
市
議
会
か

ら
祝
辞
、
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
続
き
、
初
荷
の
荷
捌
き
に

よ
り
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

敦
賀
港
の
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
は
、
４
年
連
続
過
去
最
高

を
更
新
す
る
な
ど
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｆ
Ｓ
は
こ
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
25
年
３
月
に
着
工
し
約
５
億
円
を
か
け
建
設

し
た
も
の
で
す
。 

 

Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
構
造
は
、
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
の
高
床
式
で
、
川
崎
・

松
栄
地
区
で
平
成
14
年
か
ら
使
用
し
て
き
た
市
の
Ｃ
Ｆ
Ｓ
の
約 

 
 
 
 
 
 

１
倍
で
あ
る
２
６
０
８
ｍ
の
広
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
Ｃ
Ｆ
Ｓ
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
自
社
倉
庫
な
ど
を

経
由
し
て
い
た
貨
物
を
、
工
場
か
ら
直
接
港
に
輸
送
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
時
間
短
縮
と
経
費
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
荷
主
の
方
々
に
と
っ
て
の
利
便
性
向
上
、
ひ
い
て
は
敦
賀
港
の

物
流
機
能
の
強
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

２ 

1.5 

② 

 

平
成
26
年
１
月
24
日
、
敦
賀
港
に
自

動
車
運
搬
船
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｎ 

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
が
初
入
港
し
ま
し

た
。
今
回
、
石
川
県
の
工
場
で
生
産
さ

れ
た
建
設
機
械
を
輸
送
コ
ス
ト
削
減
の

観
点
か
ら
試
験
的
に
敦
賀
港
か
ら
利
用

し
た
も
の
で
、
41
台
載
せ
て
中
東
に
向

け
出
港
し
ま
し
た
。 

 

同
船
は
、
長
さ
約
２
０
０
ｍ
、
幅
約

30
ｍ
、
高
さ
約
35
ｍ
で
、
自
動
車
を
約

６
０
０
０
台
も
積
め
、
総
ト
ン
数
（
国

際
）
５
万
９
４
４
７
ト
ン
と
敦
賀
港
に

寄
港
し
た
船
舶
で
は
過
去
最
大
と
な
り

ま
す
。 

 

船
内
は
、
12
層
に
分
か
れ
、
通
常
、

輸
送
す
る
貨
物
は
自
動
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、

建
設
機
械
な
ど
で
、
各
層
の
高
さ
は
車

の
種
類
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
。 

 

貨
物
の
積
み
込
み
は
、
初
入
港
の
船

舶
の
た
め
、
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
や
岸
壁
に

接
触
し
な
い
か
を
確
か
め
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
ト
ラ
ッ
ク
や
建
設
機
械
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
機
械
の

積
み
込
み
の
順
番
や
固
定
の
状
況
も
確

認
し
な
が
ら
、
１
台
ず
つ
慎
重
に
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

平
成
26
年
１
月
24
日
（
金
）
に
、
敦
賀

港
に
自
動
車
運
搬
船
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ａ

Ｎ 

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
が
初
入
港
し
ま

し
た
。
今
回
は
石
川
県
の
工
場
で
生
産
さ

れ
た
建
設
機
械
の
輸
送
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
た
め
、
試
験
的
に
敦
賀
港
を
利
用
し
た

も
の
で
、
建
設
機
械
を
41
台
載
せ
て
中
東

に
向
け
出
港
し
ま
し
た
。 

 

同
船
は
、
長
さ
約
２
０
０
ｍ
、
幅
約
30

ｍ
、
高
さ
約
35
ｍ
で
、
自
動
車
を
約
６
０

０
０
台
も
積
む
こ
と
が
で
き
、
５
万
９
４

４
７
ト
ン
（
総
ト
ン
数
）
と
敦
賀
港
に
寄

港
し
た
船
舶
で
は
過
去
最
大
と
な
り
ま
す
。 

 

船
内
は
、
12
層
に
分
か
れ
て
お
り
、
主

な
貨
物
で
あ
る
自
動
車
や
ト
ラ
ッ
ク
、
建

設
機
械
な
ど
に
あ
わ
せ
、
各
層
の
高
さ
を

調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

初
入
港
し
た
船
へ
の
積
み
込
み
で
あ
る

た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
や
建
設
機
械
を
ゆ
っ
く

り
と
動
か
し
、
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
や
岸
壁
に

接
触
し
な
い
か
を
確
か
め
、
ま
た
建
設
機

械
の
積
み
込
み
の
順
番
や
固
定
の
状
況
も

確
認
し
な
が
ら
、
１
台
ず
つ
慎
重
に
積
み

込
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

西川一誠 福井県知事の式辞 

河瀬一治 敦賀市長の挨拶 

ＣＦＳ内での荷捌きを披露 

［※

総
ト
ン
数
と
は
］ 

 

船
内
の
総
容
積
か
ら
、
航
海
の
た
め
の
諸

室
等
を
除
い
た
容
積
を
、
１
０
０
立
方

フ
ィ
ー
ト
を
１
ト
ン
と
し
て
表
し
た
も
の
の

こ
と
。 



［
事
務
所
情
報
伝
達
訓
練
］ 

 

平
成
25
年
９
月
11
日
（
水
）
に
事
務
所
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓
練
は
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
災

害
発
生
時
の
初
動
体
制
を
は
じ
め
、
通
信
の
確
保
や
機
器

操
作
の
習
熟
、
災
害
協
定
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

訓
練
は
、
地
震
に
よ
る
岸
壁
背
後
の
陥
没
や
段
差
、
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
の
沈
下
な
ど
を
想
定
し
、
北
陸
地
方
整
備
局

又
は
当
事
務
所
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
全
て
の
災
害
協

定
団
体
に
応
援
要
請
な
ど
を
行
い
ま 

し
た
。
要
請
を
受
け
た
団
体
か
ら
は
、 

被
害
状
況
・
要
請
内
容
に
対
し
て
機 

材
や
体
制
な
ど
を
返
答
し
て
い
た
だ 

く
も
の
で
す
。 

 

訓
練
後
に
は
、
対
応
状
況
や
防
災 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
、
次
年
度
の
訓 

練
内
容
の
提
案
な
ど
の
反
省
会
を
開 

催
し
ま
し
た
。 

 

［
災
害
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
意
見
交
換
会
］ 

 

平
成
25
年
11
月
28
日
（
木
）
、
金
沢
市
に
お
い
て
、

「
災
害
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
（
富

山
・
石
川
・
福
井
地
区
）
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
意
見
交
換
会
は
、
地
震
災
害
や
風
水
害
等
の
自
然
災

害
の
発
生
に
よ
り
港
湾
施
設
が
被
災
し
た
場
合
の
被
害
の

拡
大
防
止
と
被
災
施
設
の
早
期
復
旧
を
円
滑
に
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催
し
て 

い
ま
す
。 

 

当
日
は
災
害
協
定
団
体
、
防
災
エ 

キ
ス
パ
ー
ト
、
北
陸
地
方
整
備
局
及 

び
各
事
務
所
職
員
ら
約
１
０
０
人
が 

参
加
し
災
害
時
に
お
け
る
電
源
確
保 

の
準
備
状
況
や
９
月
に
実
施
し
た
情 

報
伝
達
訓
練
に
お
け
る
課
題
な
ど
、 

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

平
成
25
年
10
月
16
日
（
水
）
、
敦
賀
に
関
連
す
る
日
本
海
沿

岸
地
域
の
郷
土
史
を
調
査
研
究
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
日

本
海
地
誌
調
査
研
究
会
」
と
当
事
務
所
が
、
敦
賀
港
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
す
る
「
サ
ロ
ン
懇
談
会
」
を
敦
賀
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。
同
懇
談
会
は
、
行
政
や
港
湾
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
分
野
の
方
々
の
意
見
を
敦
賀
港
の
整
備
に
活
か
し
て
い

く
た
め
、
平
成
12
年
か
ら
毎
年
開
催
し
、
今
回
で
14
回
目
と
な

り
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
敦
賀
港
湾
事
務
所
松
本
所
長
か
ら
「
敦
賀
に
精
通

し
た
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
の
皆
様
と
情
報
交
換
・
知
識
の

共
有
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
の
繁
田
会
長
か
ら

「
台
風
の
影
響
で
少
人
数
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
深
い

話
し
合
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
 

  

③ 

 平成25年度 災害応急対策業務に関する意見交換会を開催！  

 

平
成
24
年
11
月
28
日
金
沢
市
に

お
い
て
、
「
災
害
応
急
対
策
業
務

に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
（
富

山
・
石
川
・
福
井
地
区
）
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

本
意
見
交
換
会
は
、
地
震
災
害

や
風
水
害
等
の
自
然
災
害
の
発
生

に
よ
り
港
湾
施
設
が
被
災
し
た
場

合
、
被
害
の
拡
大
防
止
と
被
災
施

設
の
早
期
復
旧
を
円
滑
に
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
災
害
協
定
団
体
、
防
災

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
北
陸
地
方
整
備

局
及
び
各
事
務
所
職
員
ら
約 

 

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
意

見
交
換
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る

電
源
確
保
の
準
備
状
況
や
9
月
に

実
施
し
た
情
報
伝
達
訓
練
に
お
け

る
課
題
な
ど
、
活
発
な
意
見
や
提

案
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

意見交換会の様子 

 

内
浦
港
（
10
月
31
日
）
、
福
井

港
（
11
月
12
日
）
、
敦
賀
港
（
12

月
2
日
）
に
お
い
て
、
テ
ロ
リ
ス

ト
対
応
へ
の
関
係
機
関
の
連
携
強

化
を
目
的
に
県
警
、
海
上
保
安
部
、

消
防
、
入
国
管
理
局
、
税
関
な
ど

が
参
加
し
、
テ
ロ
対
策
合
同
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

敦
賀
港
で
は
、
入
港
中
の
外
国

船
か
ら
武
装
し
た
男
が
侵
入
し
、

不
審
な
小
型
船
が
運
航
し
て
い
る

と
の
１
１
８
番
通
報
が
あ
っ
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
巡
視

艇
、
警
備
艇
な
ど
が
連
携
し
小
型

船
を
追
跡
・
停
船
措
置
を
行
う
訓

練
や
負
傷
者
の
救
急
搬
送
訓
練
、

爆
発
物
処
理
訓
練
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

  

ま
た
内
浦
港
は
、
夜
間
を
狙
っ

た
テ
ロ
に
対
応
す
る
た
め
今
回
初

め
て
夜
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
福

井
港
に
お
い
て
は
、
近
く
の
海
上

で
密
輸
と
思
わ
れ
る
現
場
を
目
撃

し
た
と
の
想
定
で
、
有
事
に
備
え

た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

テロ対策合同訓練（内浦港、福井港、敦賀港）を実施！  

有害化学物質処理訓練（内浦港） 

第１４回敦賀港サロン懇談会を開催！  

 

平
成
25
年
10
月
16
日
（
水
）
、
敦
賀
に
関
連
す
る
日
本
海
沿

岸
地
域
の
郷
土
史
を
調
査
研
究
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
日

本
海
地
誌
調
査
研
究
会
」
と
当
事
務
所
が
、
敦
賀
港
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
す
る
「
サ
ロ
ン
懇
談
会
」
を
敦
賀
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。
同
懇
談
会
は
、
行
政
や
港
湾
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
分
野
の
方
々
の
意
見
を
敦
賀
港
の
整
備
に
活
か
し
て
い

く
た
め
、
平
成
12
年
か
ら
毎
年
開
催
し
、
今
回
で
14
回
目
と
な

り
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
敦
賀
港
湾
事
務
所
松
本
所
長
か
ら
「
敦
賀
に
精
通

し
た
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
の
皆
様
と
情
報
交
換
・
知
識
の

共
有
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
」
と
開
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
の
繁
田
会
長
か
ら

「
台
風
の
影
響
で
少
人
数
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
深
い

話
し
合
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
当
事
務
所
か
ら
「
北
陸
管
内
港
湾
及
び
敦
賀
港
の

現
状
と
最
近
の
話
題
」
、
「
ク
ル
ー
ズ
振
興
の
現
状
」
と
題
し

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
「
鞠
山
南
地
区
の
２
期
バ
ー
ス
が
で
き
れ

ば
、
よ
り
大
き
な
客
船
が
寄
港
す
る
の
で
は
な
い
か
」
、
「
敦

賀
港
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
客
船
誘
致
を
行
っ
た
方
が
よ
い
」

な
ど
様
々
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
な
り
、
敦
賀
港
の
取
り
組
み
が
市
民
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

敦
賀
港
の
発
展
の
た
め
に
は
、
地
域
の
方
々
と
議
論
し
、
地

域
に
根
付
い
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た 

会場全体の様子 繁田会長からの挨拶 松本所長からの挨拶 

  

  事務所情報伝達訓練及び災害応急対策業務に関する意見交換会を開催！  

意見交換会の様子 情報伝達訓練の様子 

 

そ
の
後
、
当
事
務
所
か
ら
「
北
陸
管

内
港
湾
及
び
敦
賀
港
の
現
状
と
最
近
の

話
題
」
、
「
ク
ル
ー
ズ
振
興
の
現
状
」

と
題
し
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。 

 
意
見
交
換
で
は
、
「
鞠
山
南
地
区
の

２
期
バ
ー
ス
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
大
き

な
客
船
が
寄
港
す
る
の
で
は
な
い
か
」
、

「
敦
賀
港
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
客
船

誘
致
を
行
っ
た
方
が
よ
い
」
な
ど
様
々

な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
の
場
と
な
り
、
敦
賀
港
の
取
り

組
み
が
市
民
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

敦
賀
港
の
発
展
の
た
め
に
は
、
地
域

の
方
々
と
議
論
し
、
地
域
に
根
付
い
た

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。 

③ 

敦賀港で消波ブロックアートを開催！  

 

平
成
25
年
10
月
18
日
（
金
）
、
敦
賀

港
川
崎
・
松
栄
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
製
作

ヤ
ー
ド
に
お
い
て
、
港
と
防
波
堤
の
役

割
に
つ
い
て
学
習
し
、
港
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
敦
賀

西
小
学
校
の
３
，
４
年
生
86
名
が
、
総

合
学
習
の
一
環
で
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ー

ト
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
敦
賀
港
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い
、

そ
の
後
、
児
童
達
が
図
工
の
授
業
で
画

用
紙
に
描
い
た
絵
を
元
に
下
絵
さ
れ
た

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
様
々
な
色
を
入
れ

て
い
き
ま
し
た
。
み
ん
な
真
剣
に
、
そ

し
て
時
に
は
楽
し
そ
う
に
描
き
、
朗
ら

か
な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
児
童
達
か
ら
感
想
を
聞
い
た

と
こ
ろ
多
く
の
手
が
上
が
り
、
「
今
日

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
、

「
私
よ
り
大
き
い
も
の
に
絵
を
描
く
の

が
始
め
て
の
体
験
で
し
た
」
、
「
い
つ

か
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
描
い
た
絵
を
見

に
行
き
た
い
」
な
ど
思
い
思
い
の
感
想

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
平
成
26
年

２
月
ま
で
展
示
後
、
鞠
山
北
防
波
堤
の

最
上
段
に
据
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

消波ブロックに描く児童達 

消波ブロックアートの 
出来上がり 

敦賀港や消波ブロックの 
役割について講話 



の
輸
送
体
制
だ
け
で
は
、
利
用
が
増
え
る
朝
・

夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
船
舶
の
定
員
を
上

回
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
ま
つ

か
ぜ
」
を
利
用
し
た
い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
も

の
で
す
。 

 

福
井
県
と
調
整
し
た
結
果
、
午
前
１
回
（
午

前
７
時
５
分
小
川
漁
港
発
）
と
午
後
１
回
（
午

後
５
時
世
久
見
漁
港
発
）
の
１
日
２
便
を
運
航

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
合
計
７
便
（
悪
天
候
の
た
め
延

べ
３
便
欠
航
）
で
１
３
０
人
（
大
人
１
１
４
人
、

子
供
13
人
、
乳
児
３
人
）
の
方
が
乗
船
さ
れ
、

現
地
で
は
、
乗
船
さ
れ
た
住
民
の
方
々
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
、
「
助
か
り
ま
す
」
な
ど
の

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
、
「
ま
つ
か
ぜ
」
を
被
災
地
支
援
と
し
て

使
用
し
た
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
事
務
所
と
し
て
は
、
住
民
の
方
々
を
無
事
に

輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
災
地
の
移
動
の
足

と
し
て
お
役
に
立
て
た
と
考
え
て
い
ま
す
。 

所長・副所長（事務）・総務課・品質管理課 
工務課・保全課・企画調整課・沿岸防災対策室 
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 平成25年 コンテナ貨物量 4年連続で過去最高を記録！  

コンテナ取扱貨物量（1～12月）（過去4年） 

（ＴＥＵ） 

28,228 

23,675 

15,319 

30,970 

 

平
成
25
年
の
敦
賀
港
の
外

貿
コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨
物
量

（
実
入
り
）
が
、
前
年
比

10
％
増
の
３
万
９
７
０
Ｔ
Ｅ

Ｕ
（
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
20
フ
ィ
ー

ト
コ
ン
テ
ナ
１
個
分
）
と
な

り
過
去
最
高
記
録
を
４
年
連

続
で
更
新
し
ま
し
た
。
内
訳

は
、
輸
出
が
前
年
比
13
％
増

の
１
万
３
３
９
２
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、

輸
入
が
同
７
％
増
の
１
万
７

５
７
８
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
輸
出
で
は
韓
国
、

中
国
へ
の
液
晶
ガ
ラ
ス
や
農

業
機
械
、
輸
入
で
は
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
住
宅
資
材
、
中

国
か
ら
の
家
具
な
ど
が
増
加

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
11
月
か
ら

就
航
し
て
い
る
韓
国
・
中
国

航
路
が
通
年
で
増
加
を
後
押

し
し
ま
し
た
。 

 Information 

  ２０１４．３ 

台風18号の被災地支援（住民輸送）のため、港湾業務艇「まつかぜ」を運航！ 

 
 

 

敦
賀
港
で
は
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
一
環
と
し
て
、
敦
賀
港
に
静
穏

な
水
域
を
確
保
し
、
航
行
船
舶
の
安
全
性
や
荷
役
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
、
効
率
的

な
港
湾
物
流
を
実
現
す
る
た
め
、
鞠
山
防
波
堤
の
延
伸
を
平
成
８
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
防
波
堤
の
延
長
１
３
３
０
ｍ
の
内
、
先
端
部
２
０
０
ｍ
は
、
従
来

の
ケ
ー
ソ
ン
を
並
べ
る
構
造
か
ら
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
据
え
付
け
る
構
造
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
港
内
静
穏
度
の
確
保
、
反
射
率
の
低
減
、
生
物
と
の
共

生
を
図
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

現
在
、
順
調
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
２
０
０
ｍ
の
う
ち
○
○
ｍ
が
慨
成
し
て

お
り
平
成
27
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

 

防
波
堤
が
完
成
す
る
と
、
物
流
機
能
が
向
上
し
、
敦
賀
港
背
後
地
域
の
経
済
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

本体ブロック 捨石（ズリ石） シェークブロック（4ｔ型） 捨石（30～500㎏/個） 

約1.9ｍ 
1.8m 

5.0m 2.0m 

鞠山防波堤先端部 

捨石（30～500kg/個） 

港内側 

捨石（ズリ石） 

港外側 
（シェークブロック4t型） 

本体ブロック 消波ブロック 

約-27m 

標準断面図 平成27年度消波ブロック据付予定 
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崩れた土砂と木が県道を遮断 

 

平
成
25
年
９
月
30
日
（
月
）
か
ら
10
月
４
日
（
金
）
の
間
、

福
井
県
若
狭
町
小
川
漁
港
と
世
久
見
漁
港
間
に
お
い
て
、
当

事
務
所
所
有
の
港
湾
業
務
艇
「
ま
つ
か
ぜ
」
が
被
災
地
支
援

を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
支
援
は
、
９
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
来
襲
し

た
台
風
18
号
に
よ
り
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
幹
線
道
路
が
不

通
と
な
っ
た
常
神
半
島
の
住
民
支
援
と
し
て
、
福
井
県
か
ら

の
運
航
要
請
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

 

不
通
に
な
っ
た
区
間
の
迂
回
路
設
置
に
約
１
ヶ
月
か
か
る

見
通
し
に
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
井
県
は
９
月
18
日
か
ら

民
間
船
や
県
所
有
の
船
舶
に
よ
る
住
民
輸
送
を
１
日
３
往
復

（
20
日
か
ら
４
往
復
）
運
航
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ 

□運航区間の地図

小川漁港

世久見漁港

常神半島

常神半島の位置

福井県

乗船待ちをする住民の方々 

港湾業務艇「まつかぜ」 

［※
港
湾
業
務
艇
「
ま
つ
か
ぜ
」
と
は
］ 

 
 

 

 

平
成
25
年
９
月
30
日
（
月
）
か
ら
10
月
４
日
（
金
）
の
間
、
福
井
県
若
狭
町
小
川
漁
港
と
世
久
見
漁
港
間
に

お
い
て
、
当
事
務
所
所
有
の
港
湾
業
務
艇
「
ま
つ
か
ぜ
」
が
被
災
地
支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
支
援
は
、
９
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
来
襲
し
た
台
風
18
号
に
よ
り
、
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
幹

線
道
路
が
不
通
と
な
っ
た
常
神
半
島
の
住
民
支
援
と
し
て
、
福
井
県
か
ら
の
「
ま
つ
か
ぜ
」
運
航
要
請
を
受
け
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。 

 

不
通
に
な
っ
た
区
間
の
迂
回
路
設
置
に
約
１
ヶ
月
か
か
る
見
通
し
に
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
井
県
は
18
日

か
ら
民
間
や
県
所
有
の
船
舶
に
よ
る
住
民
輸
送
を
１
日
３
往
復
（
20
日
か
ら
４
往
復
）
運
航
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
輸
送
体
制
だ
け
で
は
、
利
用
が
増
え
る
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
船
舶
の
定
員
を
上
回
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
福
井
県
か
ら
当
事
務
所
に
「
ま
つ
か
ぜ
」
を
利
用
し
た
い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。
福
井
県
と
調
整
し
た
結
果
、
「
ま
つ
か
ぜ
」
は
午
前
１
回
（
午
前
７
時
５
分
小
川
漁
港
発
）
と
午
後

１
回
（
午
後
５
時
世
久
見
漁
港
発
）
の
１
日
２
便
を
運
航
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
合
計
７
便
（
悪
天
候
の
た
め
延
べ
３
便
欠
航
）
で
１
３
０
人
（
大
人
１
１
４
人
、
子
供
13
人
、
乳

児
３
人
）
の
方
が
乗
船
。
現
地
で
は
、
乗
船
さ
れ
た
住
民
の
方
々
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
、
「
助
か
り
ま
す
」
な

ど
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
、
「
ま
つ
か
ぜ
」
を
被
災
地
支
援
と
し
て
使
用
し
た
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
事
務
所
と
し
て

は
、
住
民
の
方
々
を
無
事
に
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
災
地
の
移
動
の
足
と
し
て
お
役
に
立
て
た
と
考
え
て
い

ま
す
。 
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土砂崩れ
発生箇所 

 

港
湾
工
事
の
監
督
や
港
湾
施
設
の
点
検
等
を
行 

う
た
め
の
船
舶
。 

http://www.tsuruga.pa.hrr.mlit.go.jp/
http://www.pa.hrr.mlit.go.jp/

